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第
五
十
二
号
　
農
林
水
産
関
係
事
業
に

つ
い
て

①
農
林
水
産
関
係
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

②
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

③
農
林
水
産
業
施
設
の
維
持
補
修
に
係

る
原
材
料
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

制
度
の
統
一
を
図
る
。
た
だ
し
、
原

材
料
支
給
に
係
る
地
元
負
担
金
は
、

合
併
時
に
廃
止
す
る
。

④
受
益
者
が
特
定
さ
れ
る
農
林
水
産
業

施
設
整
備
事
業
等
に
係
る
受
益
者
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
し
、
合
併
後
二
年
以
内
に
統
一
す

る
。

⑤
漁
港
施
設
及
び
漁
港
区
域
の
占
用
料

及
び
土
砂
採
取
料
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

以
上
の
五
点
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
三
号
　
観
光
、
商
工
関
係
事
業

に
つ
い
て

観
光
、
商
工
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。
た
だ
し
、
土
肥

町
の
「
土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
及
び

組
合
員
の
近
代
化
資
金
及
び
経
営
安
定

化
資
金
融
資
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
一
年
以
内
に
調
整
を
図
る
。

以
上
の
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
四
号
　
一
部
事
務
組
合
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
田
方
南
部
広
域
行
政
組
合
に
つ
い
て

第
十
二
回
合
併
協
議
会

７
月
２
日
（
水
）
修
善
寺
町

協
議
事
項

賦課方式は、保険税として医療分4方式（所得割、資産割、均等割、平等割）、介護分2方式（所得割、
均等割）とし、賦課限度額は国の基準どおり基礎課税額（医療分）53万円、介護納付金課税額8万円と
なります。また、高額療養費貸付事業は土肥町の例により統一し、出産育児一時金は1件30万円、葬祭
費は1件5万円となります。

※
　
　
の
表
示
は
、
協
定
項
目
が
決
定
し
た
も
の

は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
当

該
組
合
を
解
散
し
、
合
併
の
日
に
す

べ
て
の
事
務
及
び
財
産
を
新
市
に
引

き
継
ぐ
。
な
お
、
当
該
組
合
の
職
員

の
身
分
は
、
新
市
の
職
員
と
し
て
引

き
継
ぐ
。

②
田
方
地
区
消
防
組
合
、
西
伊
豆
広
域

消
防
組
合
及
び
土
肥
町
戸
田
村
衛
生

施
設
組
合
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日

の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合
を
脱
退

し
、
新
市
に
お
い
て
合
併
の
日
に
当

該
組
合
に
加
入
す
る
。
ま
た
、
共
同

処
理
す
る
事
務
の
対
象
は
、
現
行
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
。
な
お
、
西
伊
豆
広

域
消
防
組
合
に
つ
い
て
は
、
田
方
地

区
消
防
組
合
と
の
間
で
受
け
入
れ
体

制
が
整
い
次
第
脱
退
す
る
。

③
田
方
郡
交
通
災
害
共
済
組
合
、
駿
豆

学
園
管
理
組
合
、
静
岡
県
市
町
村
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
及
び

静
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を

も
っ
て
当
該
組
合
を
脱
退
し
、
新
市

に
お
い
て
合
併
の
日
に
当
該
組
合
に

加
入
す
る
。

④
中
豆
斎
場
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

⑤
議
会
の
議
決
を
要
す
る
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ

て
当
該
協
議
会
を
脱
退
し
、
新
市
に

お
い
て
合
併
の
日
に
当
該
協
議
会
に

加
入
す
る
。

以
上
の
五
点
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
六
号
　
使
用
料
、
手
数
料
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

使
用
料
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
け
る
住
民
の
一
体
性
の
確
保
、

負
担
の
適
正
化
及
び
健
全
な
財
政
運
営

を
考
慮
し
、
合
併
時
に
調
整
し
統
一
す

る
。
た
だ
し
、
合
併
時
に
統
一
が
困
難

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

調
整
す
る
。

以
上
の
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

国民健康保険の保険税率は、合併時に統一を図り、被保険者の急
激な負担増とならないよう調整に努めます。

4町差異のある入湯税は、合併時入湯者1人1日につき、施設での利用
料金5千円以上150円、施設での利用料金5千円未満100円とします。

入湯税については、平成20年度までの間は、入湯者１人１日につき、施設での利用料金3千円未満の場合
70円となります。また、固定資産税の国際観光ホテル整備法の登録を受けたホテル及び旅館に対する不均
一課税は、現在適用をしている施設について平成20年度まで継続し、その翌年度から廃止します。

田方地区消防組合、西伊豆広域消防組合及び土肥町戸田村衛生施設組合
は、合併時に新市として加入し、共同処理する事務は引き継がれます。

田方南部広域行政組合は解散し、そのすべてが新市に引き継がれます。西伊豆広域消防組合は、田方
地区消防組合との間で受入体制が整い次第脱退することとなります。また、中豆斎場は新市に引き継が
れ、田方郡交通災害共済組合や駿豆学園管理組合は、合併時に新市として加入します。

合併の期日を「平成16年4月1日」に変更しました。
市町村の合併の特例に関する法律の一部改正により、市となるべき要件の特例（人口:3万以上）が、

平成17年3月まで延長されたことに伴い、財政的効果や事務の繁雑回避等を考慮し、合併の期日を「平
成16年3月31日」から「平成16年4月1日」に変更しました。
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1 協議事項
(52) 各種事務事業の取扱い（農林水産関係

事業）について
(53) 各種事務事業の取扱い（観光、商工関

係事業）について
(54) 一部事務組合等の取扱いについて
(55) 使用料、手数料等の取扱いについて
2 新規提案事項
(12) 新市建設計画について
(56) 国民健康保険事業の取扱いについて
(57) 各種事務事業の取扱い（社会教育（生

涯学習）事業）について
(58) 各種事務事業の取扱い（公社、第三セ

クター等の扱い）について
(59) 合併協定項目の変更について
(60) 地域審議会の取扱いについて
(61) 地方税の取扱いについて
(62) 補助金、交付金等の取扱いについて
(63) 事務組織及び機構の取扱いについて
3 その他 今後の日程確認

第12回合併協議会の次第

⑤
高
額
療
養
費
貸
付
事
業
は
、
合
併
時

に
、
土
肥
町
の
例
に
よ
り
統
一
し
、

新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

⑥
出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費
は
、
四

町
差
異
が
な
い
た
め
、
現
行
の
と
お

り
、
出
産
育
児
一
時
金
一
件
三
十
万

円
、
葬
祭
費
一
件
五
万
円
と
す
る
。

⑦
保
健
事
業
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整

し
、
統
一
す
る
。

⑧
健
康
優
良
家
庭
表
彰
事
業
は
、
合
併

時
に
廃
止
す
る
。

以
上
の
八
点
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
七
号
　
社
会
教
育
（
生
涯
学

習
）
事
業
に
つ
い
て

一
　
社
会
教
育
事
業

①
生
涯
学
習
推
進
大
綱
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
一
年
以
内
に
新
市
に
お
い
て

策
定
す
る
。
な
お
、
生
涯
学
習
推
進

協
議
会
は
、
合
併
時
に
新
市
に
お
い

て
設
置
す
る
。

②
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

ま
で
に
調
整
す
る
。
な
お
、
公
民
館

運
営
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

③
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

第
十
三
回
合
併
協
議
会

報
告
事
項

７
月
16
日
（
水
）

修
善
寺
町

第
十
二
号
　
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
に
係
る
県
本
協
議
の

案
に
つ
い
て
、
県
事
前
協
議
に
よ
り
修

正
を
加
え
た
『
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
伊
豆
市
建
設
計
画
）（
案
）』
を
確
認

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
六
号
　
国
民
健
康
保
険
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
合

併
時
に
、新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

②
賦
課
方
式
は
、
四
町
差
異
が
な
い
た

め
、
現
行
の
と
お
り
保
険
税
と
し
、

医
療
分
四
方
式
（
所
得
割
・
資
産
割

・
均
等
割
・
平
等
割
）、
介
護
分
二
方
式

（
所
得
割
・
均
等
割
）
と
す
る
。

③
保
険
税
率
は
、
合
併
時
に
統
一
を
図

る
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
の
急
激
な

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
に

努
め
る
。

④
賦
課
限
度
額
は
、
四
町
差
異
が
な
い

た
め
、
国
の
基
準
ど
お
り
、
基
礎
課

税
額
（
医
療
分
）
五
十
三
万
円
、
介

護
納
付
金
課
税
額
八
万
円
と
す
る
。

合
併
時
に
統
一
す
る
。

④
次
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
調
整
し
、
実
施
す
る
。

ア
　
成
人
式

イ
　
文
化
祭

⑤
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

一
年
以
内
に
統
一
す
る
。

⑥
市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

⑦
文
化
財
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

ア
　
重
要
文
化
財
等
保
存
事
業
補
助

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
調

整
す
る
。

イ
　
町
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
指
定
の
見
直

し
を
す
る
。

ウ
　
文
化
財
保
護
審
議
会
及
び
文
化

財
調
査
・
保
護
業
務
（
県
・
町
指

定
）
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統

一
す
る
。

二
　
社
会
体
育
事
業

次
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
統
一
す
る
。

ア
　
体
育
指
導
委
員
関
係
事
業

イ
　
社
会
体
育
関
係
事
業

以
上
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
八
号
　
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー

等
の
扱
い
に
つ
い
て

財
団
法
人
修
善
寺
町
振
興
公
社
及
び

株
式
会
社
ラ
イ
ブ
ピ
ア
天
城
に
つ
い
て

は
、現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

以
上
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
九
号
　
合
併
協
定
項
目
の
変
更

に
つ
い
て

合
併
協
定
項
目
中
二
十
四
の
新
市
建

設
計
画
を
二
十
五
と
し
、
新
た
に
二
十

四
と
し
て
「
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
」

を
加
え
る
こ
と
と
す
る
案
が
提
出
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
三
頁
合
併
協
定

項
目
一
覧
表
を
参
照
）

第
六
十
号
　
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
に

つ
い
て

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
号
）
第
五

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域

審
議
会
は
設
置
し
な
い
。

な
お
、必
要
に
応
じ
新
市
に
お
い
て
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
百
三
十
八
条
の
四
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
等
の

設
置
を
検
討
す
る
。

以
上
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
一
号
　
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ

い
て

四
町
で
差
異
の
あ
る
税
制
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
固
定
資
産
税
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整

備
法
の
登
録
を
受
け
た
ホ
テ
ル
及
び

旅
館
に
対
す
る
不
均
一
課
税
制
度
は
、

現
在
こ
の
制
度
を
適
用
し
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
平
成
二
〇
年
度
ま
で
継

続
し
、そ
の
翌
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

②
入
湯
税
は
、
合
併
時
に
入
湯
者
一
人

一
日
に
つ
き
、
施
設
で
の
利
用
料
金

五
千
円
以
上
　
百
五
十
円
、
施
設
で

の
利
用
料
金
五
千
円
未
満
　
百
円
と

す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
年
度
ま

で
の
間
、入
湯
者
一
人
一
日
に
つ
き
、

施
設
で
の
利
用
料
金
三
千
円
未
満
の

場
合
は
七
十
円
と
す
る
。
ま
た
、
課

税
免
除
は
、
合
併
時
に
修
善
寺
町
の

例
に
よ
り
統
一
し
、「
利
用
料
金
が

一
人
千
円
未
満
の
入
湯
者
」
を
加
え

る
。

③
督
促
手
数
料
は
、
一
通
に
つ
き
百
円

と
す
る
。

以
上
の
三
点
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
二
号
　
補
助
金
、
交
付
金
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

補
助
金
、
交
付
金
等
の
規
程
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
等
に

配
慮
し
合
併
時
に
統
一
す
る
。た
だ
し
、

合
併
時
に
統
一
が
困
難
な
規
程
及
び
単

第
十
七
号
　
新
市
建
設
計
画
冊
子
作
成

年
度
事
業
と
し
て
の
補
助
金
、
交
付
金

等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
調
整

す
る
。

以
上
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
三
号
　
事
務
組
織
及
び
機
構
の

取
扱
い
に
つ
い
て

①
現
在
の
修
善
寺
町
役
場
を
本
庁
と
し
、

現
在
の
土
肥
町
役
場
、
天
城
湯
ケ
島

町
役
場
及
び
中
伊
豆
町
役
場
を
支
所

と
す
る
。

②
新
市
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
十
分
配

慮
す
る
。

③
新
市
の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
は
、

次
の
方
針
に
基
づ
き
整
備
す
る
。

○
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
市
民
の

声
を
適
正
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
・
機
構

○
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構

○
新
市
建
設
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で

き
る
組
織
・
機
構

○
指
揮
命
令
系
統
が
わ
か
り
や
す
く
、

責
任
の
所
在
が
明
確
な
組
織
・
機

構
○
地
方
分
権
や
行
政
課
題
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
組
織
・
機
構

以
上
の
三
点
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
合
併
協
議
会
を
七
月
十
六
日
に
、

第
十
四
回
合
併
協
議
会
を
七
月
三
十
日

に
と
も
に
修
善
寺
町
総
合
会
館
に
て
開

催
す
る
こ
と
と
、
合
併
協
定
書
の
調
印

式
を
八
月
二
十
日
に
修
善
寺
町
生
き
い

き
プ
ラ
ザ
・
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
予

定
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
規
提
案
事
項
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1 報告事項
(17) 新市建設計画冊子作成印刷業務契約の

締結について
2 協議事項
(56) 国民健康保険事業の取扱いについて
(57) 各種事務事業の取扱い（社会教育（生

涯学習）事業）について
(58) 各種事務事業の取扱い（公社、第三セ

クター等の扱い）について
(60) 地域審議会の取扱いについて
(61) 地方税の取扱いについて
(62) 補助金、交付金等の取扱いについて
(63) 事務組織及び機構の取扱いについて
3 新規提案事項
(12) 新市建設計画について
(64) 合併期日の変更について
4 その他
今後の日程確認

第13回合併協議会の次第

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
中
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
六
十
二
号
　
補
助
金
、
交
付
金
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
中
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。。

第
六
十
三
号
　
事
務
組
織
及
び
機
構
の

取
扱
い
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
下
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
十
二
号
　
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
は
、
前
回
の
合
併
協

議
会
に
て
修
正
承
認
い
た
だ
い
た
「
合

併
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
伊
豆
市
建
設
計

画
）（
案
）」
の
と
お
り
と
す
る
案
が
提

出
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

第
六
十
四
号
　
合
併
期
日
の
変
更
に
つ

い
て

合
併
の
期
日
を
、
平
成
十
六
年
四
月

一
日
に
変
更
す
る
案
が
提
出
さ
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
合
併
協
議
会
を
七
月
三
十
日
に
、

修
善
寺
町
総
合
会
館
で
開
催
と
合
併
協

定
書
の
調
印
式
を
八
月
二
十
日
に
修
善

寺
町
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
・
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

※
地
域
審
議
会

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
合
併
前
の
関
係
市
町
村
の

協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
、
合
併

後
の
市
町
村
に
、
合
併
前
の
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、
旧
市
町
村
単
位
の
振
興
を
ね

ら
い
と
し
て
い
る
。

合
併
市
町
村
が
処
理
す
る
地
域
審
議

会
を
設
置
し
た
地
区
に
係
る
事
務
に
関

し
、
市
町
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

し
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て

市
町
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
建
設

計
画
の
変
更
や
当
該
地
域
を
単
位
と
す

る
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
運
用
、
公

共
施
設
の
設
置
・
管
理
運
営
な
ど
に
関

す
る
事
項
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

地
域
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
場
合

は
、市
町
村
建
設
計
画
の
変
更
の
際
に
、

あ
ら
か
じ
め
地
域
審
議
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

第
五
十
六
号
　
国
民
健
康
保
険
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
上
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
五
十
七
号
　
社
会
教
育
（
生
涯
学

習
）
事
業
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
中
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
五
十
八
号
　
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー

等
の
扱
い
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
中
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
六
十
号
　
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
に

つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
誌
二

頁
中
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
六
十
一
号
　
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ

い
て

合併協定項目一覧表

◎ 1 合併の方式
◎ 2 合併の期日
◎ 3 新市の名称
◎ 4 新市の事務所の位置
◎ 5 財産、債務の取扱い
◎ 6 議会の議員の定数及び任期の取扱い
◎ 7 農業委員会の委員の定数及び任期の

取扱い
◎ 8 地方税の取扱い
◎ 9 一般職の職員の身分の取扱い
◎10  特別職の身分の取扱い
◎11  条例、規則等の取扱い
◎12  事務組織及び機構の取扱い
◎13  一部事務組合等の取扱い
◎14  使用料、手数料等の取扱い
◎15  公共的団体等の取扱い
◎16  補助金、交付金等の取扱い
◎17  町名・字名の取扱い
◎18  慣行の取扱い
◎19  国民健康保険事業の取扱い
◎20  介護保険事業の取扱い
◎21  消防団の取扱い
◎22  公の施設の取扱い
23  各種事務事業の取扱い
◎ 1 姉妹都市、国際交流事業
◎ 2 電算システム事業
◎ 3 広報広聴関係事業
◎ 4 消防水防防災関係事業
◎ 5 交通関係事業
◎ 6 自治会・行政連絡機構
◎ 7 都市計画関係事業
◎ 8 保健衛生事業
◎ 9 福祉関係事業
◎10 環境対策事業
◎11 農林水産関係事業
◎12 観光、商工関係事業
◎13 建設（港湾）関係事業
◎14 上下水道事業
◎15 学校教育事業
◎16 社会教育（生涯学習）事業
◎17 公社、第三セクター等の扱い
◎18 その他の事業

◎24  地域審議会の取扱い
◎25  新市建設計画

第13回合併協議会において協定項目の協議
はすべて終了しました。（◎は決定された項目）

【平成15年7月16日時点】

協
議
事
項 印

刷
業
務
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

新
市
の
建
設
計
画
冊
子
の
作
成
業
務

を
（
株
）
エ
イ
エ
イ
ピ
ー
と
契
約
し
た

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

変更される事務等 市 町

議会の召集告示 開会の7日前 開会の3日前

議会の議決を必要と
する契約、財産の取
得・処分の基準　　　
【根拠法:地方自治法】

請負契約：１億5千万円
不動産の買入れ、売払
い等：2千万円

請負契約：5千万円
不動産の買入れ、売
払い等：7百万円

選挙期日の告示 7日前まで 5日前まで
供託金額

【根拠法:公職選挙法】
長　：100万円
議　員： 30万円

長　： 50万円
議　員： な　し

福祉事務所の設置
【根拠法:社会福祉法】 必　置 任　意

生活保護の要保護者に関
する保護の決定と実施
【根拠法:社会福祉法】

実　施 一定の場合のみ
（福祉事務所設置町村を除く。）

臨時運行の許可
【根拠法:道路運送車両法】 実　施 な　し

（政令指定町村を除く。）

史跡名勝、天然記念物
の軽微な現状変更等の
許可等
【根拠法:文化財保護法】

実　施 な　し

※ 上記以外に知的障害者福祉法、児童福祉法、身体障害者福祉法、特別児童扶養手当
等の支給に関する法律、児童扶養手当法等の法律及び県条例による権限移譲により
市制に伴い権限の拡大される事務があります。

町制から市制へ 何が変わるの？

新
規
提
案
事
項
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合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
　
上

序
　
論

七
月
十
六
日
の
第
十
三
回
合
併
協
議
会
で
新
市
建
設
計
画
「
合
併
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
が
静
岡
県
と
の
協
議
を
調
え
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
新
市
「
伊
豆
市
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、
次
号
と
二
回
に
分
け
て
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

新市建設計画　

第1章（
一
）
日
常
生
活
圏
の
拡
大
と

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

修
善
寺
町
、
天
城
湯
ケ
島
町
、
中
伊

豆
町
の
三
町
は
、
ご
み
処
理
や
火
葬
業

務
、
介
護
保
険
事
務
、
人
事
交
流
な
ど

の
広
域
行
政
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
土
肥
町
は
、
西
伊
豆
バ
イ
パ
ス
の

開
通
に
よ
り
通
勤
、
通
学
、
日
常
の
買

い
物
な
ど
住
民
生
活
は
一
体
的
な
生
活

圏
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
肥
港

は
清
水
港
へ
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
に

よ
る
海
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
四
町
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
形
で
そ
の
必

要
性
が
議
論
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
有
効
な
手
段
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
二
）
地
方
分
権
と

行
財
政
改
革
の
実
現

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
自
己
決
定
・

自
己
責
任
の
原
則
に
よ
り
、
地
域
の
創

意
工
夫
に
基
づ
く
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
十
分
な
政
策
立
案
能
力
や

高
度
な
専
門
性
を
も
っ
た
職
員
の
確
保

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
ふ
さ
わ

し
い
職
員
規
模
を
有
す
る
自
治
体
再
編

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
体
財
政
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
で
き
る
限
り
維
持
・
充
実

さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
合
併
は
国
・
県

等
の
支
援
に
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
基

盤
を
確
立
さ
せ
、
自
己
決
定
で
き
る
自

立
的
な
行
財
政
力
を
確
保
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
三
）

地
域
課
題
へ
の
対
応

四
町
は
古
く
か
ら
伊
豆
半
島
の
交
通
の

要
衝
と
し
て
栄
え
、
豊
か
な
自
然
と
温
泉

に
恵
ま
れ
、
農
林
水
産
業
や
観
光
交
流
産

業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

合
併
に
よ
り
天
城
北
道
路
な
ど
の
整

備
や
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
静
岡
空

港
へ
の
接
続
、
交
流
産
業
の
活
性
化
や

道
路
網
な
ど
総
合
的
に
対
応
し
、
伊
豆

半
島
の
東
西
南
北
の
交
流
拠
点
と
し
て

伊
豆
地
域
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

四
町
の
総
人
口
は
三
万
八
、
五
八
一

人
（
平
成
12
年
国
勢
調
査
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
7
年
の
三
万
九
、
四
二

1

合
併
の
必
要
性

市
を
建
設
し
て
い
く
基
本
方
針
を
定
め
、

こ
の
方
針
に
基
づ
く
建
設
計
画
に
よ
り

新
市
の
速
や
か
な
一
体
化
と
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま

す
。（

二
）

計
画
の
構
成

こ
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
の

建
設
計
画
、
公
共
施
設
の
統
合
整
備
及

び
財
政
計
画
で
構
成
し
ま
す
。

（
三
）

計
画
の
期
間

長
期
的
な
計
画
と
し
て
、
平
成
16
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
十
カ
年
と

し
、
具
体
的
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
財
政
制
度
の
改
正
に

合
わ
せ
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

（
一
）
総
人
口

新
市
の
人
口
は
、
平
成
7
年
度
か
ら

12
年
度
の
人
口
を
も
と
に
推
計
す
る

と
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
や
若
年
層
の

4

人
口

新
市
は
、
東
西
約
二
五
㎞
、
南
北
約

二
〇
㎞
、
面
積
は
三
六
三
・
九
七
2

㎞
で

県
総
面
積
の
七
、
七
七
九
・
四
六
2

㎞

の
四
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
八
割
以
上
が
山
林
で
占
め
ら
れ
、
可

住
地
面
積
は
全
体
の
一
七
・
三
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
で
は
、
森
林
が
八
二
・
七

％
、
農
地
が
四
・
六
％
、
宅
地
が
二
・

七
％
、
そ
の
他
が
一
〇
・
〇
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

2

計
画
策
定
の
方
針

（
一
）

計
画
の
趣
旨

こ
の
計
画
は
、
四
町
の
合
併
後
の
新

新
市
は
伊
豆
半
島
の
中
央
部
に
位
置

し
、
直
線
距
離
で
東
京
か
ら
約
百
㎞
、

静
岡
市
か
ら
約
六
十
㎞
に
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
と
南
側
に
天
城
山

系
、
西
側
で
は
駿
河
湾
に
面
し
、
中
央

部
を
狩
野
川
が
流
れ
、
田
方
平
野
に
開

け
て
い
ま
す
。

新
市
の
概
要

第2章1

位
置
と
地
勢

2

気
候

新
市
は
、
太
平
洋
側
の
気
候
の
影
響

か
ら
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
年
間
を

3

面
積

主
要
指
標
の
見
通
し

第3章1

人
口

六
人
に
比
べ
る
と
二
・
一
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
階
層
別
の
構
成
比
で
は
、
年
少

人
口
（
０
〜
14
歳
）
が
一
三
・
七
％
、

生
産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）
が
六

一
・
六
％
、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）

二
四
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
老
年
人

口
で
は
県
平
均
一
七
・
七
％
を
約
七
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
高
齢
化
が
進
展
し
て

い
ま
す
。

一
般
世
帯
数
は
一
万
二
、
五
三
三
世

帯
で
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
二
・

九
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

39,426 38,581 38,080 38,000 38,200

年少人口 5,900 5,275 4,870 4,790 4,570

0～14歳 15.0 13.7 12.8 12.6 12.0

生産年齢人口 25,325 23,749 22,810 22,180 21,900

15～64歳 64.2 61.6 59.9 58.4 57.3

老年人口 8,200 9,512 10,400 11,030 11,730

65歳以上 20.8 24.7 27.3 29.0 30.7

19,624 17,668 17.340 17,770 17,850

2,070 1,618 1,520 1,390 1,250

10.5 9.2 8.8 7.9 7.0

4,214 3,574 3,380 3,190 3,020

21.5 20.2 19.5 18.0 16.9

13,307 12,454 12,440 13,190 13,580

67.8 70.5 71.7 74.2 76.1

12,450 12,533 12,640 12,760 12,770

3.11 2.99 2.94 2.91 2.90

区　　分

総　人　口

就　業　人　口

一 般 世 帯 数

1世帯当たり人員

第1次産業

第2次産業

第3次産業

表　人口及び世帯の見通し （単位：人、％）

（注）総人口及び年齢階層別人口は、平成7年から平成12年の人口動向をもと
に、合併後の新市の施策による影響を考慮し推計した。世帯数は推計人口
をもとに算出し、就業人口は従業地ベースとして推計、産業別就業人口は
事業所の動きや景気動向等は加味せず、推計人口の規模から就業人口を表
したものです。

通
じ
た
平
均
気
温
は
一
五
・
〇
℃
前
後

で
、
山
間
部
な
ど
降
水
量
の
多
い
所
も

あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
穏
や
か
な

住
み
や
す
い
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。



新
市
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
安
心
・
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
十
年
後
も
豊
か
さ
の
感
じ
ら
れ
る

都
市
で
あ
る
た
め
に

○
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
循
環
型
の

社
会
を
形
成
し
、
自
然
と
人
が
共
生

し
た
ま
ち
づ
く
り

○
様
々
な
人
と
の
出
会
い
や
交
流
、
森

づ
く
り
な
ど
の
体
験
、
学
び
な
ど
か

ら
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り

○
安
全
で
誰
で
も
暮
ら
し
や
す
い
快
適

な
環
境
、
人
々
の
支
え
あ
い
に
よ
っ

て
つ
な
が
れ
た
安
心
を
感
じ
ら
れ
る

社
会
の
構
築

○
財
政
的
に
も
自
立
し
た
「
地
域
自
ら

が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
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新市建設計画
転
出
等
に
よ
り
人
口
は
今
後
も
減
少
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

合
併
後
の
社
会
基
盤
整
備
や
新
産
業
育

成
な
ど
の
施
策
に
よ
り
人
口
減
少
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
、
平
成
27
年
の
総
人

口
を
三
万
八
、
二
〇
〇
人
と
見
込
み
ま

す
。（

二
）
年
齢
階
層
別
人
口

総
人
口
の
減
少
予
想
さ
れ
る
中
、
出

生
率
の
低
下
に
よ
っ
て
年
少
人
口
の
減

少
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
、
生
産
年

齢
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
構
成
比
は
、

低
下
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

老
年
人
口
は
、
近
年
の
高
齢
化
の
進

展
に
伴
っ
た
増
加
が
予
想
さ
れ
、
平
成

12
年
で
二
四
・
七
％
が
平
成
27
年
で
は

三
〇
・
七
％
に
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

（
三
）

就
業
人
口

就
業
人
口
に
つ
い
て
は
、
総
人
口
と

同
様
に
減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ
、
第
一

次
産
業
就
業
人
口
は
、
就
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
の
不
足
な
ど
に
よ
り
平
成

27
年
で
一
、
二
五
〇
人
ま
で
減
少
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

第
二
次
産
業
就
業
人
口
に
つ
い
て
も
、

可
住
地
面
積
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

特
に
製
造
業
等
の
事
業
所
の
進
出
が
見

込
ま
れ
な
い
た
め
、
平
成
27
年
で
は
、

三
、
〇
二
〇
人
程
度
に
な
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

第
三
次
産
業
就
業
人
口
は
、
経
済
社

会
の
ソ
フ
ト
化
や
情
報
化
、
サ
ー
ビ
ス

化
の
進
展
に
よ
り
、
平
成
27
年
に
は
、

七
六
・
〇
％
の
一
万
三
、
五
八
〇
人
に

ま
で
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
一
）
土
地
利
用

新
市
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
各

町
の
土
地
利
用
の
理
念
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、
新

市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
長
期
的
、
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

進
め
ま
す
。

（
二
）
都
市
構
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
新
都
市
軸

を
形
成
し
ま
す
。

ア
　
新
都
市
核
の
形
成

公
共
施
設
等
の
基
盤
整
備
を
積
極

的
に
進
め
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
空
間
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

イ
　
新
都
市
軸
の
形
成

東
西
・
南
北
の
交
通
軸
を
基
本
と

し
、
国
・
県
と
の
連
携
に
よ
り
都
市

構
造
に
あ
っ
た
道
路
網
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
天

城
北
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
、
幹
線

道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

ウ
　
自
然
環
境
保
全
・

活
用
ゾ
ー
ン
の
形
成

新
市
全
体
を
自
然
環
境
保
全
・
活

用
ゾ
ー
ン
と
設
定
し
、
恵
ま
れ
た
資

源
を
保
全
し
な
が
ら
、
農
林
水
産
業

の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
体
験
空
間
、
健
康
づ
く
り

や
癒
し
の
空
間
と
し
て
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

（
一
）
創
造
力
あ
る
人
づ
く
り

新
市
の
市
民
一
人
ひ
と
り
が
創
造
力

に
あ
ふ
れ
、
あ
た
た
か
な
心
を
持
っ
た

人
と
な
る
よ
う
、
学
校
教
育
を
は
じ
め

と
し
た
生
涯
学
習
を
充
実
し
、
地
域
の

自
然
・
歴
史
・
文
化
に
根
ざ
し
た
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
、
国
際
化
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
っ

て
豊
か
な
心
を
育
み
、
新
た
な
文
化
・

芸
術
や
地
域
の
産
業
を
創
り
出
す
こ
と

の
で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
二
）
誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
健
康
で
心
豊
か

に
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
教
育
の
連
携
の
中
で
、
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
っ
て
い
け
る
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
や
地
域
福
祉
の
中
で
助

け
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
り
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
地
域
全
体
で
育
ん
で
い
け
る
体
制
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。（

三
）
住
む
に
も
訪
れ
る
に
も

心
地
よ
い
環
境
の

ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
資
源
を
保

全
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減

量
化
や
廃
棄
物
対
策
を
推
進
し
、
清
潔

で
快
適
な
循
環
型
の
居
住
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道
や
公
園
・

広
場
の
整
備
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
、
交
通
安
全
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
暮
ら
し
や

す
さ
を
実
感
で
き
る
都
市
を
つ
く
り
ま

す
。（

四
）
地
域
の
活
力
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
温
泉
・
歴
史

な
ど
の
資
源
を
今
以
上
に
活
用
し
、
農

林
水
産
業
や
観
光
交
流
産
業
の
基
盤
強

化
に
加
え
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
農
林
水
産
業
と
観
光
業
が
連
携
し
た

取
り
組
み
や
運
動
・
医
療
・
福
祉
・
健

康
増
進
な
ど
の
施
設
・
資
源
を
活
用
し

た
新
産
業
の
創
出
、商
店
街
の
活
性
化
、

製
造
業
等
に
お
け
る
異
業
種
交
流
の
促

進
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
伊
豆

地
域
の
東
西
・
南
北
の
交
流
拠
点
の
基

盤
整
備
や
先
端
的
な
技
術
、
知
的
資
源

の
集
約
に
よ
る
新
産
業
を
生
み
出
し
、

地
域
の
雇
用
に
結
び
つ
け
ま
す
。

（
五
）
活
力
の
源
と
な
る
安
全
で

都
市
機
能
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

伊
豆
半
島
の
交
通
の
要
衝
地
と
し
て
東

西
・
南
北
間
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
、
道
路
や
公
共
交
通
、

市
街
地
の
整
備
、高
度
情
報
通
信
基
盤
、

商
業
な
ど
の
産
業
基
盤
の
整
備
・
充
実

を
図
り
ま
す
。

（
六
）
地
域
が
主
体
の

ま
ち
づ
く
り

住
む
人
、
地
域
に
存
在
す
る
企
業
や

団
体
・
N
P
O
な
ど
が
交
流
・
連
携
・

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
が
主
体
の
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
・
市
民
運
動
の
支
援
、
男
女

共
同
参
画
の
意
識
啓
発
と
と
も
に
、
行

政
に
お
い
て
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

2

世
帯

世
帯
に
つ
い
て
は
、
核
家
族
化
の
進

行
や
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
る
世

新
市
建
設
の
基
本
方
針

第4章1

新
市
の
将
来
像

人
あ
っ
た
か
、
ま
ち
い
き
い
き
、

自
然
つ
や
つ
や
　
伊
豆
市

〜
世
代
を
超
え
て
支
え
あ
い
、

創
造
を
湧
き
起
こ
す
ま
ち
〜

を
新
市
の
将
来
像
と
し
、
新
市
の
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
、

内
外
の
人
々
と
の
交
流
や
他
の
地
域
と

の
連
携
に
よ
っ
て
新
た
な
魅
力
や
活
力

を
創
出
し
、
伊
豆
の
中
心
的
な
都
市
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

2

新
市
建
設
計
画
の
基
本
方
針

3

土
地
利
用
及
び
都
市
構
造

帯
人
員
の
減
少
に
よ
り
一
世
帯
当
た
り

の
人
員
は
、
平
成
27
年
に
は
二
・
九
〇

人
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。



康
・
福
祉
・
医
療
を
複
合

さ
せ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業

の
創
造
の
場
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

【
南
部
地
区
】

あ
ま
ぎ
三
〇
〇
年
の
森

推
進
事
業
等
に
基
づ

き
、
積
極
的
な
自
然
環

境
の
保
全
・
活
用
を
推

進
し
ま
す
。
自
然
や

温
泉
と
健
康
を
連
携

さ
せ
た
温
泉
保
養
空
間
、

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
ま

ち
を
創
出
し
、
天
城
北

道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
の
整
備
を
通
じ
、
森

の
中
の
交
流
拠
点
と
し
て

整
備
を
進
め
ま
す
。

【
西
部
地
区
】

地
場
産
業
で
あ
る
水
産
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公
共
施
設
の
総
合
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
、
利
便
性
や
地
域
の
特
性
、
市
域
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
と
財
政
状
況
を
考
慮

し
、計
画
的
な
統
合
整
備
を
行
い
ま
す
。

四
町
迅
速
な
一
体
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
市
の
目

指
し
て
い
く
都
市
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
新
市
建
設
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
左
欄
の
よ
う
な
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
第
6
章
以
降
は
、
次
回
9
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。】

新市建設計画　

4

地
域
別
整
備
方
針

【
北
部
地
区
】

修
善
寺
駅
を
中
心
に
新
市
の
陸
の
玄

関
口
と
し
、
交
流
や
賑
わ
い
の
拠
点
と

し
て
駅
周
辺
整
備
事
業
を
進
め
、
魅
力

あ
る
中
心
市
街
地
を
形
成
し
ま
す
。

修
善
寺
温
泉
に
つ
い
て
は
、
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
訪
れ

る
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
景
観
の
創
出

を
推
進
し
ま
す
。

【
東
部
地
区
】

農
業
用
用
排
水
路
の
整
備
、
特
産
品

の
開
発
や
物
販
施
設
の
整
備
な
ど
農
業

を
中
心
と
し
た
産
業
の
基
盤
整
備
と
生

活
環
境
向
上
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
農

業
と
観
光
の
融
合
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
や
自
然
を
活
か
し
た

学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
健

公
共
施
設
の
統
合

第5章

新
市
の
施
策
（
次
号
へ
つ
づ
く
）

第6章

1 創造力ある人づくり
（１) 地域を担う人づくりの推進
（２）生涯学習の推進
（３）学校教育の充実
（４）歴史・文化の保存と継承
（５）スポーツ･レクリエーションの推進
（６）国際化への対応
2 誰もがいきいき暮らせるまちづくり
（１）健康づくりの推進
（２）地域福祉の充実
（３）高齢者福祉の充実
（４）障害者福祉の充実
（５）少子化対策、子育て支援の充実
（６）低所得者福祉の充実
3 住むにも訪れるにも
心地よい環境のまちづくり

（１）自然環境の保全と活用
（２）環境衛生の充実
（３）上下水道の整備
（４）消防・救急体制の充実、交通安全の推進
（５）公園・広場の整備、ユニバーサルデザインの推進
（６）住環境の整備
4 地域の活力をいかしたまちづくり
（１）観光交流産業の振興
（２）農林水産業の振興
（３）商工業の振興
（４）新産業の育成
5 活力の源となる安全で
都市機能の充実したまちづくり

（１）交通基盤の整備
（２）防災基盤の整備
（３）市街地の整備
（４）情報通信基盤の整備
6 地域が主体のまちづくり
（１）市民が主体のまちづくりの実現（地域運営）
（２）効率的、効果的な行財政運営の実現（地域経営）

施策項目の概要

新都市軸 

新都市核 

自然環境保全 
活用ゾーン 

南部地区 

西部地区 

北部地区 

東部地区 

都市構造イメージ図

業
の
基
盤
を
整
備
し
、
海
岸
線
の
眺
望

景
観
や
癒
し
効
果
を
活
か
し
た
観
光
・

保
養
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
海
洋

レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
整
備
な
ど
親
水
空
間

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
清
水
・
静
岡
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

港
湾
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
海
上
交

通
網
の
整
備
充
実
、
国
内
外
へ
の
海
の

玄
関
口
と
し
て
の
交
流
機
能
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

合
併
に
伴
い
支
所
と
な
る
旧
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

新
市
の
庁
舎
に
つ
い
て
は
機
構
、
組
織
を
十
分
考
慮
し
整
備

し
ま
す
。


